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資
料
紹
介

奈
良
大
学
史
学
科
所
蔵
「
正
倉
院
御
宝
物
之
図
」

渡

辺

晃

宏

一

は
し
が
き
―
紹
介
資
料
の
概
要
―

今
回
紹
介
す
る
奈
良
大
学
史
学
科
所
蔵
「
正
倉
院
御
宝
物
之
図
」

（
内
題
に
よ
る
。
以
下
、
史
学
科
本
宝
物
図
と
も
称
す
る
）
は
、
奈

良
大
学
が
二
〇
二
〇
年
度
に
某
書
肆
か
ら
購
入
し
た
も
の
で
あ
る
。

正
倉
院
宝
物
は
、
光
明
皇
后
が
五
回
に
わ
た
っ
て
東
大
寺
大
仏
に

献
納
し
た
夫
聖
武
天
皇
所
縁
の
品
々
、
七
五
二
（
天
平
勝
宝
四
）
年

四
月
に
行
わ
れ
た
東
大
寺
大
仏
開
眼
会
関
係
品
な
ど
造
東
大
寺
司
関

係
の
品
々
、
そ
し
て
東
大
寺
の
什
器
類
な
ど
か
ら
な
る
一
大
資
料
群

で
、
総
計
九
千
点
に
及
ぶ
と
い
わ
れ
る
。
高
床
の
巨
大
な
倉
庫
内
に

辛
櫃
に
収
め
て
保
管
さ
れ
て
き
た
と
い
う
環
境
や
、
勅
封
と
い
う
厳

重
な
管
理
下
に
置
か
れ
続
け
た
こ
と
が
幸
い
し
、
千
二
百
年
以
上
の

時
を
超
え
て
今
日
ま
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
間
、
近
世
に
は
五
回
に
及
ぶ
宝
物
の
点
検
や
修
理
の
た
め
の

開
封
が
行
わ
れ
た
。
一
六
〇
二
（
慶
長
七
）
年
、
一
六
〇
三
（
慶
長

八
）
年
、一
六
六
六
（
寛
文
六
）
年
に
次
ぐ
四
回
め
の
一
六
九
三
（
元

禄
六
）
年
の
開
封
の
際
に
は
、
当
時
の
東
大
寺
別
当
勧
修
寺
宮
済
深

入
道
親
王
（
霊
元
天
皇
第
一
皇
子
）
の
命
に
よ
り
、
初
め
て
宝
物
の

絵
図
が
作
成
さ
れ
た）

（
（

。
黄
熟
香
（
蘭
奢
待
）
と
紅
沈
香
を
冒
頭
に
掲

げ
、
以
下
正
倉
院
宝
物
の
中
で
今
で
も
著
名
な
も
の
が
多
く
描
か
れ

て
お
り
、
当
時
の
人
々
の
関
心
の
所
在
が
窺
え
る
。

現
在
、
こ
の
元
禄
の
絵
図
を
も
と
に
し
て
、
並
べ
替
え
や
増
補
を
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図 1　正倉院御宝物之図　黄熟香表之図〔1〕（第 2－ 4紙）
　　　（以下、撮影は奈良文化財研究所の中村一郎氏による）

図 2　�正倉院御宝物之図　香箱〔38〕・仙人沓〔39〕・天皇之御沓〔40〕・白瑠璃之鉢〔41〕・
水瓶〔42〕（第 25 － 27 紙）
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図 3　�正倉院御宝物之図　御宝物目録 1（第 41・42紙）下段 7行と 8行の間に「胡籙」が
補われている。

図 4　正倉院御宝物之図　御宝物目録 2（第 43・44 紙）
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図 5　正倉院御宝物之図　御宝物目録 3（第 45・46 紙）

図 6　�正倉院御宝物之図　御宝物目録 4（第 47・48 紙）下段 5行と 6行の間に「青銅皿」
が補われている。



−　 −146

行
い
な
が
ら
転
写
し
た
資
料
が
二
〇
点
以
上
知
ら
れ
て
い
る）

（
（

。
今
回

紹
介
す
る
「
正
倉
院
御
宝
物
之
図
」
も
そ
の
一
点
で
あ
る
。
中
に
は

近
代
に
下
る
も
の
も
あ
り
そ
う
で
あ
る）

（
（

が
、
巻
首
に
捺
さ
れ
た
源
元

寛
（
一
七
三
五
〈
享
保
二
〇
〉
―
一
七
八
七
〈
天
明
七
〉）
旧
蔵
を

示
す
蔵
書
印
（
第
二
節
参
照
後
述
）
な
ど
か
ら
み
て
、
少
な
く
と
も

一
八
世
紀
に
遡
る
写
本
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

正
倉
院
宝
物
の
現
物
を
模
写
し
た
わ
け
で
は
な
い
が
完
存
し
て
お

り
、
五
五
点
の
資
料
を
収
録
す
る
。
資
料
と
し
て
の
残
り
も
よ
く
、

末
尾
に
「
御
宝
物
目
録
」
を
伴
う
の
も
特
徴
の
一
つ
で
、
類
似
の
事

例
の
な
か
で
も
、特
に
高
い
資
料
価
値
を
有
す
る
逸
品
と
い
え
よ
う
。

写
本
相
互
の
関
係
な
ど
、今
後
の
検
討
に
俟
つ
べ
き
課
題
も
多
い
が
、

今
回
は
資
料
紹
介
を
旨
と
し
、
詳
細
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
他
日
を

期
す
こ
と
と
し
た
い
。

二

書
誌
事
項

「
正
倉
院
御
宝
物
之
図
」
の
基
本
的
な
書
誌
事
項
は
次
の
通
り
で

あ
る
。巻

子
装
、
楮
紙
、
灰
色
楮
紙
原
表
紙
遺
存
、
巻
首
ニ
花
鳥
亀
甲

文
絹
地
後
補
表
紙
ア
リ
、
本
文
ハ
原
表
紙
ニ
続
ク
第
一
紙
（
本

文
共
紙
）
ヲ
空
白
ト
シ
、第
二
紙
ヨ
リ
記
ス
（
原
表
紙
ハ
表
面
、

又
第
一
・
二
紙
ハ
裏
面
ニ
裏
打
チ
補
修
ア
リ
）

縦
四
一
・
九
糎
、
横
二
九
・
二
糎
（
第
三
紙
ニ
ヨ
ル
。
各
紙
ノ

長
サ
ハ
別
表
参
照
。料
紙
ヲ
縦
置
キ
ニ
シ
、長
辺
ヲ
貼
リ
継
グ
。）

全
五
二
紙
、
全
長
一
四
九
一
・
四
糎

原
表
紙
縦
四
一
・
九
糎
、
横
二
八
・
八
糎
、
後
補
表
紙
縦
四
一
・

九
糎
、
横
三
〇
・
一
糎

第
二
紙
端
下
部
ニ
「
源
元
寛
／
蔵
書
印
」
単
郭
長
方
形
朱
印
一

顆
ア
リ
。
又
第
一
紙
ト
第
二
紙
ノ
継
目
中
央
部
ニ
「
容
所
」
瓢

箪
形
朱
印
一
顆
斜
メ
ニ
捺
サ
レ
タ
リ
。

〔
外
題
〕「
正
倉
院
御
宝
物
之
図
」（
後
補
表
紙
）

「
正
倉
院
御
宝
物
図
」（
原
表
紙
）

〔
内
題
〕
①
「
正
倉
院
御
宝
物
之
図
」（
第
二
紙
端
ニ
ア
リ
）

②
「
御
宝
物
目
録
」（
第
四
〇
紙
・
第
四
一
紙
ノ
継
目

ニ
ア
リ
）

〔
尾
題
〕
ナ
シ

〔
奥
書
〕
ナ
シ

〔
備
考
〕
全
体
構
成
ニ
ツ
イ
テ
ハ
表
１
参
照
。
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表 1　「正倉院御宝物之図」の構成
材　質 長さ（㎜） 高さ（㎜） 備　　考

後補表紙 花鳥亀甲文絹地 （0.（（（9.4） 外題「正倉院御宝物之図」あり

原表紙 灰色楮紙
（漉き返しか） （8.8 外題「正倉院御宝物図」端裏上部にあり

第 （ 紙 楮紙 （5.（ 第 （ 紙は空白
第 （ 紙 楮紙 （9.（ 第 （ 紙より宝物絵図〔（〕
第 （ 紙 楮紙 （9.（ 4（.9 〔（〕
第 4 紙 楮紙 （9.（ 〔（〕
第 5 紙 楮紙 （9.（ 〔（〕
第 6 紙 楮紙 （9.（ 〔（〕〔（〕
第 7 紙 楮紙 （9.（ 〔（〕〔（〕
第 8 紙 楮紙 （9.（ 〔（〕
第 9 紙 楮紙 （9.（ 〔（〕〔4〕
第 （0 紙 楮紙 （9.（ 〔4〕〔5〕〔6〕〔7〕
第 （（ 紙 楮紙 （9.（ 〔5〕〔6〕〔7〕
第 （（ 紙 楮紙 （9.（ 〔5〕〔8〕〔9〕〔（0〕
第 （（ 紙 楮紙 （9.（ 〔（0〕〔（（〕〔（（〕〔（（〕
第 （4 紙 楮紙 （9.（ 〔（0〕〔（（〕〔（（〕〔（（〕〔（4〕〔（5〕〔（6〕〔（7〕〔（8〕
第 （5 紙 楮紙 （9.（ 〔（4〕〔（5〕〔（6〕〔（7〕〔（8〕〔（9〕
第 （6 紙 楮紙 （9.（ 〔（9〕〔（0〕〔（（〕〔（（〕〔（（〕〔（4〕
第 （7 紙 楮紙 （9.（ 〔（9〕〔（0〕〔（（〕〔（（〕〔（（〕〔（4〕〔（5〕〔（6〕〔（7〕
第 （8 紙 楮紙 （9.（ 〔（5〕〔（7〕〔（8〕〔（9〕〔（0〕
第 （9 紙 楮紙 （9.（ 〔（9〕〔（0〕
第 （0 紙 楮紙 （9.（ 〔（9〕〔（0〕〔（（〕
第 （（ 紙 楮紙 （9.（ 〔（（〕〔（（〕
第 （（ 紙 楮紙 （9.（ 〔（（〕〔（4〕
第 （（ 紙 楮紙 （9.（ 〔（4〕〔（5〕
第 （4 紙 楮紙 （9.（ 〔（5〕〔（6〕〔（7〕
第 （5 紙 楮紙 （9.（ 〔（6〕〔（7〕〔（8〕〔（9〕〔40〕
第 （6 紙 楮紙 （9.（ 〔（8〕〔（9〕〔40〕〔4（〕〔4（〕
第 （7 紙 楮紙 （9.（ 〔4（〕〔4（〕〔44〕
第 （8 紙 楮紙 （9.（ 〔44〕〔45〕
第 （9 紙 楮紙 （9.（ 〔45〕〔46〕〔47〕
第 （0 紙 楮紙 （9.（ 〔46〕〔47〕〔48〕
第 （（ 紙 楮紙 （9.（ 〔48〕〔49〕〔50〕
第 （（ 紙 楮紙 （9.（ 〔49〕〔50〕〔5（〕
第 （（ 紙 楮紙 （9.（ 〔5（〕〔5（〕〔5（〕
第 （4 紙 楮紙 （9.（ 〔5（〕
第 （5 紙 楮紙 （9.（ 〔5（〕
第 （6 紙 楮紙 （9.（ 〔5（〕〔54〕
第 （7 紙 楮紙 （9.（ 〔54〕
第 （8 紙 楮紙 （9.（ 〔54〕〔55〕
第 （9 紙 楮紙 （9.（ 〔55〕
第 40 紙 楮紙 （9.（ 〔55〕絵図は第 40 紙中途まで。第 40 紙末尾より ｢御宝物目録｣
第 4（ 紙 楮紙 （9.（
第 4（ 紙 楮紙 （9.（
第 4（ 紙 楮紙 （9.（
第 44 紙 楮紙 （9.（
第 45 紙 楮紙 （9.（
第 46 紙 楮紙 （9.（
第 47 紙 楮紙 （9.（
第 48 紙 楮紙 （9.（
第 49 紙 楮紙 （9.（ 「御宝物目録」は第 49 紙第 （ 行までで、第 49 紙は以下空白。
第 50 紙 楮紙 （9.（ 第 50 紙から第 5（ 紙まで「正倉院正倉図」
第 5（ 紙 楮紙 （9.（ 過半は空白
第 5（ 紙 楮紙 （8.8 空白（左端に軸）

計 （49（.4
軸 径 （0

〔　〕内の数字は、史学科本に描かれている宝物の本稿における仮番号。宝物名は省略した。
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三

宝
物
図
に
つ
い
て

次
に
、
記
載
内
容
の
概
略
を
紹
介
す
る
。
本
節
で
は
ま
ず
、
第
四

〇
紙
ま
で
に
描
か
れ
る
宝
物
図
に
つ
い
て
述
べ
る
。

第
二
紙
冒
頭
に
内
題
「
正
倉
院
御
宝
物
之
図
」
を
記
し
た
あ
と
、

第
二
紙
か
ら
第
四
〇
紙
ま
で
に
正
倉
院
宝
物
の
図
が
彩
色
で
描
か
れ

る
。
料
紙
の
継
目
を
越
え
て
宝
物
を
描
く
場
合
も
多
く
、
料
紙
の
貼

り
継
ぎ
後
に
順
次
巻
首
か
ら
描
い
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
宝

物
の
形
状
に
よ
っ
て
は
、
複
数
の
宝
物
を
縦
に
並
べ
て
描
く
場
合
も

あ
る
か
ら
、
描
い
た
順
序
は
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
描
か
れ

た
宝
物
に
付
さ
れ
た
タ
イ
ト
ル
を
尊
重
す
る
形
で
、
巻
首
か
ら
仮
に

一
か
ら
五
五
ま
で
の
通
し
番
号
を
付
し
て
以
下
に
一
覧
す
る
。

本
資
料
に
付
さ
れ
た
宝
物
名
に
は
当
時
の
通
称
が
用
い
ら
れ
て
い

る
よ
う
で
、
現
在
の
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
に
お
け
る
宝
物
名
と
は

異
な
る
場
合
が
多
い
。
同
一
名
称
の
場
合
を
除
き
、
現
在
の
名
称
を

括
弧
内
に
記
し
、
併
せ
て
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
に
お
け
る
宝
物
番

号
も
併
記
し
た
。
ま
た
、
各
項
の
末
尾
に
は
、
何
紙
め
に
描
か
れ
て

い
る
か
を
示
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
各
宝
物
の
描
か
れ
方
に
関
し
て

留
意
す
べ
き
点
に
つ
い
て
、
略
記
し
て
い
く
こ
と
と
す
る）

4
（

。

一

黄お
う

熟じ
ゅ
く

香こ
う

（
中
倉
一
三
五
）
表
＝
第
二
―
四
紙
（
図
１
）、
裏

＝
第
四
―
六
紙

表
之
図
、
同
裏
之
図
、
小
切
の
三
つ
の
図
を
描
く
。
黄
熟
香
か
ら

描
き
起
こ
す
の
は
、
現
存
す
る
宝
物
図
に
共
通
す
る
。
名
称
を
通
称

の
蘭
奢
待
で
示
す
も
の
も
あ
る
が
、
史
学
科
本
宝
物
図
と
「
内
閣
文

庫
の
「
正
倉
院
宝
物
図
（
南
都
東
大
寺
正
蔵
院
宝
物
記
）」（
註

（
（
）
⑥
）
は
、
本
来
の
名
称
「
黄
熟
香
」
で
記
し
、「
或
（
又
）
名

蘭
奢
待
」
と
し
、
両
者
を
併
記
し
て
い
る
。
併
記
が
一
連
の
宝
物
図

本
来
の
書
き
方
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
五
五
の
宝
物
の
中
で

は
例
外
的
に
、詳
細
な
註
記
が
図
の
余
白
に
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、

『
和
漢
三
才
図
会
』（
寺
島
良
安
編
、
一
七
一
二
年
成
立
）
か
ら
は
長

文
の
引
用
が
あ
る
。

二

紅こ
う

沈じ
ん

香こ
う

（
全ぜ

ん

浅せ
ん

香こ
う

北
倉
四
一
）
第
六
・
七
紙

最
初
に
黄
熟
香
、
次
に
紅
沈
香
と
続
く
の
は
、
現
存
す
る
宝
物
図

に
共
通
す
る
。
三
番
め
以
降
は
、
順
序
に
異
同
が
あ
る
。

三

十
じ
ゅ
う

六ろ
く

股ま
た
の

鹿し
か

角づ
の

（
馴

じ
ゅ
ん

鹿ろ
く
の

角つ
の

南
倉
一
七
四
）
第
七
―
九
紙

現
存
宝
物
図
に
は
三
番
め
に
十
六
股
鹿
角
を
描
く
写
本
が
多
い

が
、
そ
れ
ら
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
玉
箒
を
三
番
め
に
描
く
写
本
が

あ
り
（
註
（
（
）
①
②
⑤
⑥
な
ど
）、
こ
れ
ら
は
一
乗
院
宮
本
を
書

写
し
た
と
す
る
奥
書
を
も
つ
も
の
が
多
い
。
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四

轡
く
つ
わ

二
通
（
御
鞍
の
一
部
、
中
倉
一
二
）
第
九
・
一
〇
紙

正
倉
院
に
は
十
組
の
鞍
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
描
か
れ
て
い
る
形
状

か
ら
み
て
、
上
段
の
轡
は
現
在
第
五
号
・
第
六
号
・
第
七
号
と
さ
れ

る
馬
鞍
の
い
ず
れ
か
に
伴
う
も
の
、
下
段
の
轡
は
同
様
に
第
三
号
・

第
四
号
と
さ
れ
る
馬
鞍
の
い
ず
れ
か
に
伴
う
も
の
で
あ
ろ
う
。

五

御お
ん

弓ゆ
み

（
墨す

み

絵え
の

弾だ
ん

弓き
ゅ
う

中
倉
一
六
九
）
第
一
〇
―
一
二
紙

「
悉
唐
人
之
絵
有
」
と
の
註
記
が
あ
る
よ
う
に
、
現
物
の
身
の
内

側
に
は
、
総
勢
九
六
人
に
及
ぶ
散
楽
の
様
子
が
墨
で
描
か
れ
て
い
る

が
、
墨
の
濃
淡
の
模
様
を
付
け
る
こ
と
で
省
略
し
て
描
い
て
い
る
。

六

御お
ん

矢や

四
通
（
中
倉
四
・
五
・
六
）
第
一
〇
・
一
一
紙

正
倉
院
に
は
胡
禄
に
付
属
す
る
も
の
を
中
心
に
計
三
八
〇
〇
本
の

箭
が
伝
わ
る
。
そ
の
う
ち
の
四
本
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
ど
の
箭
か

は
特
定
で
き
な
い
。

七

鉾ほ
こ

（
中
倉
一
一
）
第
一
〇
・
一
一
紙

正
倉
院
に
は
三
三
本
の
鉾
が
伝
わ
る
。
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
ど

の
鉾
に
相
当
す
る
か
の
特
定
は
難
し
い
が
、
最
上
段
の
鉾
は
、
主
軸

の
刃
の
片
側
に
屈
曲
す
る
鉤
形
の
支
刃
を
も
つ
特
異
な
形
状
か
ら
、

鉾
第
五
号
と
み
ら
れ
る
。

八

御お
ん

鞍く
ら

（
中
倉
一
二
）
第
一
二
紙

正
倉
院
に
は
一
〇
組
の
鞍
が
伝
わ
る
が
、
ど
の
鞍
を
描
い
た
も
の

か
は
明
確
で
は
な
い
。

九

鞦
し
り
が
い（

尻し
り
が
い懸

御
鞍
の
一
部
、
中
倉
一
二
）
第
一
二
紙

正
倉
院
に
は
十
組
の
鞍
が
伝
わ
っ
て
い
る
。
面
懸
・
胸
懸
・
尻
懸

の
三
懸
が
完
存
す
る
第
一
号
・
第
二
号
・
第
三
号
・
第
四
号
の
い
ず

れ
か
の
馬
鞍
の
尻
懸
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

一
〇

手て

鉾ぼ
こ

（
中
倉
一
〇
）
第
一
二
―
一
四
紙

刀
身
が
階
段
状
に
屈
曲
す
る
変
形
の
刃
を
も
つ
武
器
で
、
正
倉
院

に
似
た
形
状
の
も
の
が
三
口
伝
わ
る
も
の
の
う
ち
の
一
つ
を
描
い
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

一
一

子ね
の

日ひ
の

鋤す
き

之の

柄え

（
子ね

の

日ひ
の

手て

辛か
ら

鋤す
き

南
倉
七
九
）
第
一
三
・
一

四
紙

七
五
八
（
天
平
宝
字
二
）
年
正
月
三
日
に
平
城
宮
の
内
裏
で
行
わ

れ
た
子
の
日
の
儀
式
に
用
い
ら
れ
た
鋤
。
二
本
一
対
と
し
て
伝
わ
る

も
の
の
一
つ
。

一
二

御お
ん

脇き
ょ
う

息そ
く

（
漆

う
る
し
の

挟き
ょ
う

軾そ
く

中
倉
一
六
七
）
第
一
三
・
一
四
紙

脚
や
脚
座
は
実
物
の
形
状
に
即
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
甲
板
は

上
面
の
面
取
り
が
省
略
さ
れ
、
平
板
な
一
枚
板
と
し
て
描
か
れ
て
お

り
、
ま
た
実
物
よ
り
も
幅
広
の
印
象
を
受
け
る
。

一
三

玳た
い

瑁ま
い
の

御お
ん

杖つ
え

（
仮げ

斑は
ん

竹ち
く
の

杖つ
え

・
玳
瑁
八
角
杖
・
玳
瑁
竹
形
杖

南
倉
六
五
）
第
一
三
・
一
四
紙
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正
倉
院
に
は
六
点
の
杖
が
伝
わ
り
、
そ
の
う
ち
の
三
点
を
描
く
。

上
段
は
仮
斑
竹
杖
、
中
段
は
玳
瑁
八
角
杖
、
下
段
は
玳
瑁
竹
形
杖
で

あ
ろ
う
。
玳
瑁
竹
形
杖
は
、上
端
の
丁
字
形
の
部
分
や
下
端
を
省
き
、

玳
瑁
を
節
に
蔓
状
に
埋
め
込
ん
で
あ
る
中
間
部
分
の
み
を
描
い
て
い

る
。

一
四

玳た
い

瑁ま
い
の

如に
ょ

意い

（
犀さ

い

角か
く

如
意

南
倉
五
一
）
第
一
四
・
一
五
紙

掌
と
柄
の
継
目
部
分
の
象
牙
の
透
か
し
彫
り
の
意
匠
は
、
要
点
を

捉
え
て
い
る
も
の
の
、
や
や
誇
張
し
て
描
い
て
い
る
。
ま
た
、
柄
部

分
の
木
画
の
装
飾
は
一
部
省
略
さ
れ
て
い
る
。

一
五

小こ

枝え
だ
の

笛ふ
え

（
斑は

ん

竹ち
く
の

横お
う

笛て
き

南
倉
一
一
一
）
第
一
四
・
一
五
紙

実
物
の
形
状
を
よ
く
描
い
て
い
る
が
、
背
面
に
あ
る
「
東
大
寺
」

の
刻
銘
へ
の
言
及
は
な
い
。

一
六

漢
か
ん
の

竹た
け

笛ぶ
え

（
刻
彫
尺
八

北
倉
二
三
）
第
一
四
・
一
五
紙

『
国
家
珍
宝
帳
』
記
載
品
で
、
一
七
の
石
笛
と
ペ
ア
を
な
す
、
聖

武
天
皇
遺
愛
の
品
で
あ
ろ
う
。
長
さ
四
三
・
七
㎝
で
、「
一
尺
四
寸

五
分
」
と
の
註
記
に
も
ほ
ぼ
見
合
う
が
、
尺
八
は
正
面
に
五
つ
、
背

面
に
一
つ
の
孔
を
あ
け
る
の
が
普
通
で
、
孔
が
四
つ
し
か
描
か
れ
て

い
な
い
の
は
不
審
。
ま
た
、
竹
の
表
皮
を
彫
り
残
す
こ
と
で
全
面
に

あ
し
ら
わ
れ
た
鳥
・
蝶
・
花
・
四
人
の
女
性
な
ど
の
文
様
は
全
て
省

略
さ
れ
て
い
る
。

一
七

石い
し

笛ぶ
え

（
彫

ち
ょ
う

石せ
き
の

尺し
ゃ
く

八は
ち

北
倉
三
四
）
第
一
四
・
一
五
紙

一
六
の
石
笛
と
ペ
ア
を
な
す
『
国
家
珍
宝
帳
』
記
載
品
と
み
ら
れ

る
が
、
長
さ
三
五
・
九
㎝
で
、「
八
寸
許
」
と
註
記
が
あ
る
の
は
不
審
。

ま
た
、
瑪
瑙
と
の
註
記
が
あ
る
が
、
蛇
紋
岩
を
削
り
出
し
て
作
ら
れ

て
い
る
。
外
面
に
浮
き
彫
り
で
施
さ
れ
た
花
文
や
草
花
・
鳥
・
蝶
・

雲
な
ど
の
文
様
は
全
て
省
略
さ
れ
て
い
る
。

一
八

象ぞ
う

牙げ
の

笛ふ
え

（
南
倉
一
一
〇
）
第
一
四
・
一
五
紙

正
倉
院
に
は
象
牙
の
笛
と
し
て
は
、
尺
八
（
南
倉
一
一
〇
）・
横

笛
（
南
倉
一
一
一
）
そ
れ
ぞ
れ
一
本
が
伝
わ
る
。
吹
き
口
の
形
状
か

ら
み
る
と
尺
八
の
よ
う
で
、
前
面
の
孔
の
数
が
五
つ
で
あ
る
（
裏
面

に
も
孔
を
一
つ
穿
つ
）
の
も
尺
八
に
相
応
し
い
が
、
尺
八
は
三
節
の

竹
を
用
い
る
の
が
普
通
で
、
描
き
方
は
不
審
。
ま
た
、
長
さ
三
五
・

一
㎝
で
、「
八
寸
許
」
と
あ
る
の
も
不
審
。

一
九

大だ
い

仏ぶ
つ

開か
い

眼げ
ん
の

御お
ん

筆ふ
で

（
天
平
宝
物
筆

中
倉
三
五
）
第
一
五
―

一
七
紙

上
下
の
節
の
位
置
が
や
や
中
央
に
寄
っ
て
い
る
も
の
の
、
墨
書
銘

を
含
め
、
形
状
を
よ
く
捉
え
て
い
る
。

二
〇

柄え

香ご
う

炉ろ

（
南
倉
五
二
）
第
一
六
・
一
七
紙

正
倉
院
に
は
五
点
の
柄
香
炉
が
伝
わ
る
が
、
炉
の
縁
や
柄
の
端
に

獅
子
鎮
（
獅
子
の
形
の
重
石
）
を
据
え
る
の
は
こ
の
う
ち
四
点
で
、
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柄
の
端
の
み
で
あ
る
の
は
黄
銅
柄
香
炉
（
全
長
三
九
・
〇
㎝
）
と
赤

銅
柄
香
炉
（
全
長
四
四
・
〇
㎝
）
で
あ
る
。
但
し
、
柄
の
端
の
獅
子

鎮
が
鐶
を
加
え
る
形
態
を
取
る
の
は
炉
の
縁
に
も
獅
子
鎮
の
あ
る
紫

檀
金
鈿
柄
香
炉
（
全
長
三
九
・
五
㎝
）
と
白
銅
柄
香
炉
（
全
長
二
八
・

〇
㎝
）
で
、
四
点
の
う
ち
い
ず
れ
の
柄
香
炉
を
描
い
た
も
の
か
俄
に

は
判
断
で
き
な
い
。

二
一

新し
ら

羅ぎ
の

墨す
み

（
中
倉
四
一
）
第
一
六
・
一
七
紙

新
羅
の
工
房
で
作
ら
れ
た
舟
形
の
墨
で
あ
る
。
上
面
に
施
さ
れ
た

陽
刻
を
「
新
羅
柳
家
上
墨
」
と
す
る
が
、こ
れ
は
「
新
羅
楊
家
上
墨
」

の
誤
り
で
、
転
写
の
過
程
で
楊
を
ヤ
ナ
ギ
と
読
ん
だ
た
め
に
生
じ
た

誤
字
で
あ
ろ
う
。

二
二

珊さ
ん

瑚ご
の

計け
い

筭さ
ん

（
紅こ

う

牙げ

撥ば
ち

鏤る
の

尺し
ゃ
く

北
倉
一
三
）
第
一
六
・
一
七
紙

「
珊
瑚
」
と
あ
る
が
、
象
牙
製
で
あ
る
。
正
倉
院
に
は
八
枚
の
撥

鏤
尺
（
撥
鏤
の
技
法
で
装
飾
さ
れ
た
一
尺
の
物
差
し
）
が
伝
わ
り
、

う
ち
『
国
家
珍
宝
帳
』
記
載
の
二
枚
を
含
む
六
枚
が
赤
色
の
紅
牙
撥

鏤
尺
で
、
そ
の
う
ち
の
い
ず
れ
か
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
物

に
は
表
裏
と
も
に
花
・
鳥
・
動
物
を
図
案
的
に
描
く
が
、
こ
こ
で
は

か
な
り
省
略
し
て
描
い
て
い
る
。

二
三

瑪め

瑙の
う
の

計け
い

筭さ
ん

（
緑

り
よ
く

牙げ

撥ば
ち

鏤る
の

尺し
や
く

北
倉
一
四
）
第
一
六
・
一
七

紙

「
瑪
瑙
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
も
象
牙
製
で
あ
る
。
正
倉
院
に
伝
わ

る
八
枚
の
撥
鏤
尺
う
ち
、
二
枚
が
紺
色
で
、『
国
家
珍
宝
帳
』
記
載

の
緑
牙
撥
鏤
尺
に
相
当
す
る
。
紅
牙
撥
鏤
尺
と
は
異
な
り
、
文
様
は

全
て
省
略
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

二
四

笏し
ゃ
く（

魚ぎ
ょ

骨こ
つ
の

笏し
ゃ
く

中
倉
八
七
）
第
一
六
・
一
七
紙

「
象
牙
」と
あ
る
が
、セ
ミ
ク
ジ
ラ
の
骨
製
で
あ
る
。
紀
年
銘
を「
延

喜
五
年
七
月
廿
日
」
と
す
る
が
、「
延
喜
五
年
五
月
廿
日
」
の
書
き

誤
り
で
あ
る
。

二
五

瑞こ

碧は
く
の

誦じ
ゅ

数ず

（
琥こ

珀は
く
の

数じ
ゅ

珠ず

南
倉
五
五
）
第
一
七
・
一
八
紙

赤
く
彩
色
さ
れ
て
い
る
の
が
瑪
瑙
玉
、
彩
色
の
な
い
の
が
琥
珀
玉

で
あ
る
。
母
珠
か
ら
出
る
四
本
の
記
子
（
房
に
付
く
小
玉
）
な
ど
細

か
く
描
写
さ
れ
て
い
る
が
、
瑪
瑙
と
真
珠
・
紫
水
晶
の
組
み
合
わ
せ

は
一
律
に
描
か
れ
て
い
る
。
反
対
側
に
は
房
飾
り
が
三
つ
描
か
れ
て

い
る
が
、
現
状
で
は
管
玉
や
曲
玉
を
用
い
た
二
つ
の
み
し
か
な
い
。

二
六

十
じ
ゆ
う

八は
ち

返へ
ん
の

誦じ
ゅ

数ず

（
瓔
珞
残
欠

南
倉
一
七
四
）
第
一
七
紙

誦
数
で
は
な
く
、
瓔
珞
な
ど
仏
像
の
装
飾
品
の
残
欠
と
さ
れ
る
宝

物
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
る
。
但
し
、「
十
八
返
」
と
す
る
の
を
重

視
す
る
な
ら
ば
、
十
八
個
の
玉
を
用
い
た
誦
数
が
存
在
す
る
（
あ
る

い
は
、
存
在
し
た
）
可
能
性
も
な
お
考
慮
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

二
七

三
十
六
返
誦
数
（
雑
玉
誦
数

南
倉
五
六
）
第
一
七
・
一
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八
紙

大
き
な
琥
珀
の
母
珠
に
、
二
十
六
個
の
水
晶
玉
、
十
個
の
青
ガ
ラ

ス
玉
の
子
珠
を
連
ね
た
誦
数
で
あ
る
。
彩
色
の
な
い
の
が
琥
珀
玉
と

青
ガ
ラ
ス
玉
、
グ
レ
ー
の
彩
色
の
あ
る
の
が
水
晶
玉
で
あ
ろ
う
。
水

晶
玉
と
青
ガ
ラ
ス
玉
を
交
互
に
同
数
描
い
て
い
る
点
が
現
物
と
は
異

な
る
。

二
八

黒こ
く

檀た
ん
の

誦じ
ゅ

数ず

（
対
応
宝
物
不
詳
）
第
一
八
紙

正
倉
院
に
は
、
琥
珀
・
水
晶
・
瑠
璃
・
白
檀
・
蓮
子
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
素
材
の
多
数
の
誦
数
が
伝
わ
る
が
、
黒
檀
製
の
も
の
は
見
当
た

ら
な
い
。
植
物
性
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
菩
提
子
誦
数

（
南
倉
五
八
）
な
ど
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

二
九

大だ
い

蛮ば
ん

䥅き
ん

（
桑く

わ

木き
の

阮げ
ん

咸か
ん

南
倉
一
二
五
）
第
一
八
―
二
〇
紙

阮
咸
は
、
雑
楽
に
用
い
ら
れ
た
四
弦
の
楽
器
で
、
唐
代
に
作
り
始

め
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
が
、
中
国
に
は
伝
わ
ら
ず
、
正
倉
院
の
二
面

が
唯
一
の
現
存
事
例
で
あ
る
。
現
物
に
は
隠
士
が
山
中
で
碁
を
打
つ

情
景
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
本
資
料
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

三
〇

琵び

琶わ

五ご

線せ
ん

（
螺ら

鈿で
ん

紫し

檀た
ん
の

五ご

絃げ
ん

琵び

わ琶

北
倉
二
九
）
第
一
八

―
二
〇
紙

『
国
家
珍
宝
帳
』
所
載
の
、
現
存
す
る
唯
一
の
五
絃
の
琵
琶
。
腹

板
の
小
花
文
や
、
捍
撥
の
技
法
で
描
か
れ
た
ラ
ク
ダ
の
背
で
琵
琶
を

弾
く
胡
人
と
ヤ
シ
の
よ
う
な
熱
帯
樹
木
や
鳥
の
著
名
な
絵
は
省
略
さ

れ
て
い
る
。

三
一

箙え
び
ら（

白し
ろ

葛
か
ず
ら
の

胡こ

禄ろ
く

中
倉
五
）
第
二
〇
紙

正
倉
院
に
は
三
三
口
の
胡
禄
が
伝
わ
り
、
こ
の
う
ち
四
口
が
生
地

の
ま
ま
の
白
葛
胡
禄
で
、
丈
が
低
く
、
底
部
に
向
か
っ
て
扇
状
に
広

が
り
、
平
胡
禄
と
呼
ば
れ
る
形
状
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
の
い
ず
れ
か

と
み
ら
れ
る
。

三
二

払ほ
っ

子す

（
柿か

き

柄え
の

麈し
ゅ

尾び

南
倉
五
〇
）
第
二
一
紙

麈
尾
は
、
経
典
な
ど
の
講
義
の
際
、
僧
侶
が
手
に
持
っ
て
威
厳
を

示
す
た
め
に
用
い
る
仏
教
の
儀
式
用
具
。
毛
の
部
分
は
全
体
の
長
さ

を
均
一
に
丁
寧
に
描
い
て
い
る
。

三
三

瑪め

瑙の
う
の

石せ
き

盤ば
ん

（
白は

く

石せ
き
の

鎮ち
ん

子す

北
倉
二
四
）
第
二
一
・
二
二
紙

四
神
と
十
二
支
を
二
つ
ず
つ
組
み
合
わ
せ
て
雲
と
と
も
に
レ
リ
ー

フ
で
描
く
八
個
の
う
ち
の
一
つ
。
そ
の
う
ち
の
寅
と
卯
に
あ
た
る
と

み
ら
れ
る
が
、
二
頭
の
動
物
が
絡
み
合
う
構
図
は
捉
え
て
い
る
も
の

の
、
兎
の
耳
や
そ
の
胴
体
の
位
置
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
物
を
正
確

に
認
識
し
て
描
い
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。
素
材
も
瑪
瑙
で
は
な
く

大
理
石
で
あ
る
。

三
四

碁ご

盤ば
ん

（
木も

く

画が

紫し

檀た
ん
の

碁き

局き
ょ
く

北
倉
三
六
）
第
二
二
・
二
三
紙

『
国
家
珍
宝
帳
』
記
載
の
献
納
宝
物
。
木
画
（
寄
せ
木
細
工
）
の
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技
法
で
装
飾
し
た
碁
盤
。
今
と
同
様
に
縦
横
一
九
目
で
あ
る
が
、
眼

（
星
）
は
一
七
箇
置
か
れ
て
い
る
。
盤
の
側
面
に
あ
し
ら
わ
れ
た
象

牙
の
人
物
や
動
植
物
も
丁
寧
に
描
く
が
、
配
置
や
構
成
は
現
物
と
は

一
致
し
な
い
。
ま
た
、
碁
石
は
珊
瑚
・
瑪
瑙
と
あ
る
が
、
紅
牙
・
紺

牙
撥
鏤
の
技
法
で
作
ら
れ
た
象
牙
製
で
あ
る
。

三
五

碁ご

盤ば
ん

（
桑く

わ

木き

木も
く

画が
の

碁き

局き
ょ
く

？

中
倉
一
七
四
）
第
二
三
・
二

四
紙

正
倉
院
に
は
三
四
に
描
か
れ
た
木
画
紫
檀
碁
局
以
外
に
、
桑
木
木

画
碁
局
と
呼
ば
れ
る
碁
局
（
碁
盤
）
が
二
面
伝
わ
る
。
こ
の
図
に
は

「
同
」
と
あ
っ
て
、
引
き
出
し
を
も
つ
構
造
や
、
花
形
の
眼
（
星
）

の
数
、
寸
法
な
ど
が
木
画
紫
檀
碁
局
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
三

四
の
木
画
紫
檀
碁
局
を
別
の
ア
ン
グ
ル
か
ら
描
い
た
も
の
と
み
る
こ

と
も
で
き
る
。
し
か
し
、
引
き
出
し
の
位
置
が
三
四
の
碁
盤
と
は
異

な
り
、
側
面
の
星
形
の
文
様
も
木
画
紫
檀
碁
局
に
は
見
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
桑
木
木
画
碁
局
の
い
ず
れ
か
を
描

い
た
可
能
性
を
考
え
て
お
き
た
い
。
但
し
、
桑
木
木
画
碁
局
は
、
い

ず
れ
も
盤
面
の
眼
は
現
在
と
同
じ
九
つ
で
、
側
面
に
星
形
の
文
様
は

見
え
ず
、
引
き
出
し
も
も
た
な
い
。
ま
た
、
大
き
さ
も
同
寸
で
は
な

く
木
画
紫
檀
碁
局
よ
り
一
回
り
大
き
い
な
ど
、
こ
こ
に
描
か
れ
て
い

る
碁
局
の
様
子
は
、
桑
木
木
画
碁
局
と
し
て
も
齟
齬
が
あ
る
。

三
六

瑪め

瑙の
う
の

石せ
き

硯け
ん

（
青せ

い

斑は
ん

石せ
き
の

硯す
ず
り

中
倉
四
九
）
第
二
四
・
二
五
紙

須
恵
器
の
硯
を
正
六
角
形
の
青
斑
石
（
瑪
瑙
で
は
な
く
、蛇
紋
岩
）

に
埋
め
、
こ
れ
を
六
角
形
の
木
製
台
に
は
め
た
製
品
。
硯
を
六
角
形

の
頂
点
に
向
け
て
は
め
込
む
よ
う
に
描
い
て
い
る
が
、
実
物
で
は
六

角
形
の
頂
点
で
は
な
く
、
辺
に
向
け
て
は
め
込
ま
れ
て
お
り
、
硯
の

向
き
が
三
十
度
ず
れ
て
い
る
。
な
お
、
台
の
縁
を
飾
る
木
画
は
描
い

て
い
な
い
。

三
七

双す
ご

六ろ
く

盤ば
ん

（
榧

か
や
の

双す
ご

六ろ
く

局き
ょ
く

中
倉
一
七
二
）
第
二
四
・
二
五
紙

双
六
盤
と
言
わ
れ
て
き
た
が
、
紫
檀
木
画
双
六
局
と
は
異
な
り
、

弾
棊
と
呼
ば
れ
る
お
は
じ
き
用
の
盤
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
盤
面
の
中
央
で
高
さ
が
変
わ
り
、
長
辺
の
手
前
側
を
奥
側
に
比

べ
て
低
く
描
い
て
い
る
が
、
実
物
の
盤
面
は
平
ら
で
あ
る
。
あ
る
い

は
木
画
螺
鈿
双
六
局
の
よ
う
に
盤
面
中
央
が
高
く
な
る
形
状
を
描
こ

う
と
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
長
辺
中
央
の
支
脚
が
描
か
れ
て
い
な

い
の
も
実
物
と
の
相
違
点
で
あ
る
。

三
八

香こ
う

箱ば
こ

（
金き

ん

銀ぎ
ん

絵え

棊き

子し
の

合ご
う

子す

中
倉
一
七
五
）
第
二
五
・
二

六
紙
（
図
２
）

円
筒
状
に
描
か
れ
香
箱
と
さ
れ
る
が
、
文
様
か
ら
み
て
二
個
一
組

で
作
ら
れ
た
棊
子
合
子
（
碁
石
の
容
器
）
で
あ
ろ
う
。「
高
三
寸
」

と
あ
る
が
、
実
物
は
も
っ
と
扁
平
な
形
状
で
あ
る
。
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三
九

仙せ
ん

人に
ん
の

沓く
つ

（
繍

ぬ
い
の

線せ
ん

鞋が
い

？

北
倉
一
五
二
）
第
二
五
・
二
六
紙

（
図
２
）

色
は
異
な
る
が
、
つ
ま
先
に
刺
繍
の
飾
り
を
付
け
た
「
繍
線
鞋
」

と
呼
ば
れ
る
女
性
用
の
浅
靴
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。『
屏
風
花
氈

等
帳
』
記
載
品
で
、
う
ち
四
両
が
伝
わ
る
。「
長
八
寸
」
と
す
る
が
、

「
繍
線
鞋
」
の
長
さ
は
二
六
・
五
―
二
八
・
〇
㎝
で
、
色
と
と
も
に

大
き
さ
も
合
致
し
な
い
。

四
〇

天て
ん

皇の
う

之の

御お
ん

沓く
つ

（
衲

の
う
の

御ご

礼ら
い

履り

南
倉
六
六
）
第
二
五
・
二
六
紙

（
図
２
）

つ
ま
先
の
反
り
上
が
っ
た
浅
型
の
靴
。
赤
く
染
め
た
牛
革
製
で
、

小
口
を
白
く
塗
り
、
金
線
で
縁
取
り
し
、
珠
玉
を
は
め
た
花
形
金
具

で
飾
る
。
左
右
の
区
別
は
な
い
。
七
五
二
（
天
平
勝
宝
四
）
年
四
月

九
日
に
行
わ
れ
た
東
大
寺
大
仏
開
眼
会
の
際
に
聖
武
天
皇
が
着
用
し

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
実
物
の
長
さ
は
三
一
・
五
㎝
で
、「
長

一
尺
五
寸
」
と
あ
る
の
は
、「
一
尺
五
分
」
の
誤
り
か
。

四
一

白は
く

瑠る

璃り

之の

鉢は
ち

（
対
応
宝
物
ナ
シ
）
第
二
六
紙
（
図
２
）

正
倉
院
に
は
現
在
六
点
の
ガ
ラ
ス
容
器
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
白

瑠
璃
碗
、
白
瑠
璃
瓶
、
紺
瑠
璃
坏
、
紺
瑠
璃
壺
、
緑
瑠
璃
十
二
曲
坏
、

白
瑠
璃
高
坏
が
そ
れ
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
ア
ル
カ
リ
石
灰
ガ
ラ
ス
製

の
透
明
の
容
器
も
三
点
含
ま
れ
る
が
、
図
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
な

形
状
の
鉢
に
相
当
す
る
容
器
は
存
在
し
な
い
。「
径
七
寸

高
七
寸
」

と
あ
る
が
、
白
瑠
璃
瓶
が
高
さ
二
七
㎝
（
九
寸
）
あ
る
も
の
の
、
他

は
径
・
高
さ
と
も
一
〇
㎝
内
外
で
、
形
状
的
に
も
著
し
く
異
な
る
。

本
宝
物
図
に
は
、
現
物
と
多
少
異
な
る
様
子
に
描
か
れ
て
い
る
製
品

も
な
く
は
な
い
が
、
全
く
の
想
像
に
よ
る
も
の
は
な
い
。
あ
る
い
は

元
禄
の
開
封
の
際
に
は
、
現
存
し
な
い
図
示
さ
れ
た
よ
う
な
形
状
の

ガ
ラ
ス
製
品
が
存
在
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
二

水す
い

瓶び
ょ
う（

金こ
ん

銅ど
う
の

水す
い

瓶び
ょ
う

南
倉
二
四
）
第
二
六
・
二
七
紙
（
図

２
）

鳥
の
首
の
よ
う
に
緩
や
か
に
湾
曲
さ
せ
、
先
端
を
鳥
の
頭
の
形
に

し
た
細
長
い
注
ぎ
口
と
、広
口
の
長
頸
が
特
徴
的
な
金
銅
製
の
水
瓶
。

頸
部
や
高
台
に
あ
し
ら
わ
れ
た
花
模
様
も
比
較
的
忠
実
に
描
い
て
い

る
が
、
頸
部
や
注
ぎ
口
が
短
め
で
、
実
物
よ
り
は
水
瓶
本
体
の
比
率

が
大
き
い
印
象
を
受
け
る
。

四
三

瑠る

璃り
の

水す
い

瓶び
ょ
う（

白は
く

瑠る

璃り
の

瓶へ
い

中
倉
六
九
）
第
二
七
紙

実
物
よ
り
も
や
や
細
身
で
、
把
手
の
上
端
の
取
り
付
き
部
分
の
形

状
が
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
や
や
実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
描
写
が

見
受
け
ら
れ
る
。

四
四

磬け
い

台だ
い

（
紫し

檀た
ん
の

小し
ょ
う

架か

南
倉
五
四
）
第
二
七
・
二
八
紙

長
六
角
形
の
台
に
、
鳥
居
形
の
紫
檀
製
の
柱
・
笠
木
・
貫
を
取
り
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付
け
た
製
品
。
柱
や
台
の
装
飾
が
一
部
省
略
さ
れ
、
台
の
側
面
の
す

か
し
の
形
状
が
、
三
四
碁
盤
の
そ
れ
と
よ
く
似
た
雲
形
の
類
型
化
さ

れ
た
描
き
方
に
な
っ
て
い
る
な
ど
、
実
態
と
異
な
る
部
分
も
あ
る
。

四
五

金き
ん

紫し
の

銅ど
う
の

花け

瓶び
ょ
う（

投と
う

壺こ

中
倉
一
七
〇
）
第
二
八
・
二
九
紙

花
瓶
で
は
な
く
、
中
国
古
代
に
発
達
し
た
投
壺
と
い
う
競
技
に
用

い
る
矢
を
収
納
す
る
た
め
の
容
器
で
あ
る
。「
金
紫
銅
花
瓶
」
と
す

る
一
方
で
、
同
筆
で
「
投
壺
」
と
も
記
し
て
い
る
か
ら
、
描
画
者
は

こ
の
製
品
の
用
途
を
正
し
く
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
メ
イ

ン
の
タ
イ
ト
ル
と
し
て
「
金
紫
銅
花
瓶
」
を
残
し
た
理
由
や
、
投
壺

と
正
し
く
認
識
し
た
の
が
い
つ
の
時
点
の
誰
に
よ
る
も
の
な
の
か

は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。
頸
部
に
付
く
両
耳
が
や
や
小
振
り
に
描

か
れ
、
ま
た
線
彫
り
で
描
か
れ
た
動
物
、
花
鳥
、
風
景
な
ど
の
文
様

は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

四
六

金
き
ん
の

鉢は
ち

（
金こ

ん

銅ど
う

六ろ
っ

角か
く

盤ば
ん

南
倉
二
三
）
第
二
九
・
三
〇
紙

金
銅
製
の
六
稜
形
の
盤
で
、
六
つ
の
脚
を
も
つ
。
裏
面
に
「
東
小

塔
」
の
墨
書
が
あ
り
、
称
徳
天
皇
が
発
願
し
た
百
万
塔
の
東
大
寺
へ

の
施
入
分
十
万
基
を
安
置
す
る
東
西
小
塔
院
の
う
ち
、
東
小
塔
院
の

仏
前
供
養
に
用
い
た
什
器
と
み
ら
れ
る
。
稜
の
部
分
の
形
状
は
、
実

物
よ
り
も
か
な
り
強
調
し
て
描
い
て
い
る
。

四
七

黒く
ろ

塗ぬ
り
の

酒し
ゅ

器き

（
漆し

っ

胡こ

樽そ
ん

中
倉
一
六
六
）
第
二
九
・
三
〇
紙

木
を
組
み
立
て
て
、
皮
袋
を
い
っ
ぱ
い
に
膨
ら
ま
せ
た
形
状
に
仕

立
て
た
黒
漆
塗
り
一
対
の
容
器
。
す
ぼ
ま
っ
た
口
元
の
形
状
や
釣
り

金
具
の
位
置
な
ど
、
実
物
と
や
や
異
な
る
点
も
あ
る
。
ま
た
、
銀
平

脱
の
技
法
で
あ
し
ら
わ
れ
た
山
岳
・
鳥
獣
・
虫
・
草
花
な
ど
の
文
様

は
全
て
省
略
さ
れ
て
い
る
。

四
八

瑪め

瑙の
う
の

火ひ

鉢ば
ち

（
白は

く

石せ
き
の

火か

舎し
ゃ

中
倉
一
六
五
）
第
三
〇
・
三
一
紙

大
理
石
製
の
円
形
の
火
炉
に
金
銅
製
獅
子
形
の
脚
五
本
が
付
く
据

香
炉
。
現
物
の
獅
子
の
形
状
は
、
尻
尾
の
形
状
や
閉
じ
た
両
足
な
ど

や
や
デ
フ
ォ
ル
メ
さ
れ
て
い
る
が
、
描
か
れ
た
獅
子
に
は
、
重
い
香

炉
を
持
ち
上
げ
て
い
る
獅
子
の
様
子
を
む
し
ろ
よ
り
リ
ア
ル
に
描
こ

う
と
し
て
い
る
雰
囲
気
が
あ
る
。
な
お
、
火
炉
に
残
る
固
ま
っ
た
灰

も
実
物
よ
り
は
る
か
に
小
さ
く
描
か
れ
て
い
る
。

四
九

銀ぎ
ん

壺こ

（
銀ぎ

ん
ば
ち鉢

南
倉
一
一
）
第
三
一
・
三
二
紙

銀
製
の
鉢
。
仏
前
具
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
物

に
は
輪
型
の
台
が
付
属
す
る
が
こ
こ
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
。

五
〇

銀
ぎ
ん
の

鍋な
べ

（
銀

ぎ
ん
の

提て
い

子し

南
倉
一
六
）
第
三
一
・
三
二
紙

銀
製
の
大
型
の
深
鉢
状
の
入
れ
物
。
平
安
時
代
の
製
品
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、『
東
大
寺
要
録
』
に
一
〇
七
九
（
承
暦
三
）
年
に
勅
封

蔵
か
ら
麝
香
五
両
を
出
す
代
わ
り
に
施
入
さ
れ
た
こ
と
が
見
え
る

「
銀
提
一
口
」
に
相
当
す
る
と
み
ら
れ
る
。
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五
一

銀ぎ
ん

壺こ

（
南
倉
一
三
）
第
三
二
・
三
三
紙

高
純
度
の
銀
製
大
型
の
壺
。
付
属
す
る
銀
製
の
台
を
、
分
離
し
た

状
態
で
描
い
て
い
る
。
表
面
に
線
彫
り
さ
れ
た
騎
馬
人
物
や
動
物
の

図
や
魚
子
の
地
の
模
様
は
省
略
さ
れ
て
い
る
。

五
二

御お
ん

倚よ
せ

懸か
け

（
紫

む
ら
さ
き

地じ

鳳
お
お
と
り

形が
た

錦
に
し
き
の

御お
ん

軾し
ょ
く

北
倉
四
七
）
第
三
三
紙

ク
ッ
シ
ョ
ン
状
の
比
較
的
や
わ
ら
か
な
印
象
で
描
か
れ
て
お
り
、

俄
に
こ
れ
に
相
当
す
る
宝
物
は
見
当
た
ら
な
い
が
、
一
つ
だ
け
描
か

れ
た
鳳
凰
の
主
文
様
や
長
さ
な
ど
か
ら
み
て
、『
国
家
珍
宝
帳
』
記

載
の
聖
武
天
皇
遺
愛
の
「
御
軾
」
の
一
つ
、
紫
地
鳳
形
錦
御
軾
と
み

ら
れ
る
。
実
物
は
こ
こ
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
よ
り
は
芯
の
形
状
が

明
確
に
わ
か
る
、も
う
す
こ
し
固
め
の
印
象
を
与
え
る
形
状
で
あ
る
。

五
三

鴨か
も

毛げ
の

屏び
ょ
う

風ぶ

（
鳥と

り

毛げ

篆て
ん

書し
ょ
の

屏び
ょ
う

風ぶ

北
倉
四
四
）
第
三
三
―

三
六
紙

六
扇
か
ら
な
り
、
篆
書
と
楷
書
を
交
互
に
並
べ
て
一
行
八
字
、
一

扇
二
行
、
都
合
九
六
字
か
ら
な
る
銘
文
を
記
す
『
国
家
珍
宝
帳
』
記

載
の
屏
風
。
文
字
は
省
略
さ
れ
、
第
二
扇
右
行
冒
頭
に
「
為
」
の
篆

書
と
楷
書
、
第
三
扇
右
行
冒
頭
に
「
任
」
の
篆
書
と
楷
書
の
み
が
書

か
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
銘
文
に
見
え
る
文
字
で
あ
る
が
、「
為
」

は
第
六
扇
左
行
第
二
字
、「
任
」
は
第
四
扇
右
行
第
一
字
で
あ
り
、

字
体
は
現
物
に
近
い
も
の
の
、
記
載
位
置
は
任
意
の
場
所
が
選
ば
れ

て
い
る
。

五
四

鴨か
も

毛げ
の

屏び
ょ
う

風ぶ

（
鳥と

り

毛げ

帖じ
ょ
う

成せ
い

文も
ん

書じ
ょ
の

屏び
ょ
う

風ぶ

北
倉
四
四
）
第
三

六
―
三
八
紙

六
扇
か
ら
な
り
、
君
主
が
座
右
銘
と
す
べ
き
文
言
を
、
鳥
の
羽
毛

を
貼
り
重
ね
る
方
法
に
よ
っ
て
楷
書
で
あ
ら
わ
す
『
国
家
珍
宝
帳
』

記
載
品
。
一
行
八
字
、
一
扇
二
行
、
計
九
六
字
か
ら
な
る
。「
正
直
」

の
文
字
を
第
一
扇
左
行
冒
頭
に
記
す
が
、本
来
は
第
二
扇
左
行
第
一
・

二
字
、
及
び
第
三
扇
右
行
第
一
・
二
字
の
二
箇
所
に
同
じ
字
形
で
登

場
す
る
文
字
で
あ
る
。
こ
れ
も
五
三
鴨
毛
屏
風
の
場
合
と
同
様
に
、

屏
風
に
書
か
れ
た
任
意
の
文
字
を
選
ん
で
記
載
方
式
を
例
示
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

五
五

鳥と
り

毛げ

立り
つ

女じ
ょ
の

屏び
ょ
う

風ぶ

（
北
倉
四
四
）
第
三
八
―
四
〇
紙

樹
下
美
人
図
と
し
て
知
ら
れ
る
『
国
家
珍
宝
帳
』
記
載
品
。
第
一

扇
と
第
二
扇
の
み
樹
下
に
た
た
ず
む
唐
風
美
人
を
墨
線
で
描
き
、
顔

の
部
分
の
み
彩
色
し
て
い
る
。
六
扇
バ
ラ
バ
ラ
の
状
態
で
伝
来
し
た

た
め
、元
の
順
序
は
不
詳
だ
が
、第
一
扇
に
描
か
れ
た
樹
木
の
向
か
っ

て
左
側
に
左
向
き
に
立
つ
の
は
現
在
の
第
三
扇
に
相
当
す
る
。ま
た
、

第
二
扇
の
樹
木
の
右
側
に
顔
を
右
に
向
け
つ
つ
左
向
き
に
座
る
の

は
、
第
五
扇
に
相
当
す
る
。
い
ず
れ
も
手
前
の
岩
の
表
現
な
ど
は
省

略
さ
れ
て
い
る
。
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四
「
御
宝
物
目
録
」
に
つ
い
て

第
四
〇
紙
末
尾
か
ら
は
、「
御
宝
物
目
録
」（
以
下
、
こ
の
部
分
を

史
学
科
本
宝
物
目
録
と
称
す
る
）
が
記
さ
れ
る
（
図
３
―
図
６
）。

「
御
宝
物
目
録
」
は
、
第
四
〇
紙
と
第
四
一
紙
の
継
目
に
記
さ
れ

た
内
題
か
ら
始
ま
り
、宝
物
名
と
数
量
を
基
本
的
に
二
段
に
列
記
し
、

「
已
上
／
御
宝
物
百
五
拾
五
櫃
」
と
書
き
止
め
る
。
さ
ら
に
、「
此
外

面
獅
子
頭
伶
人
道
具
等
／
雖
数
多
有
之
、
大
綱
略
之
。
委
細
／
不
註

之
。
北
之
御
倉
之
御
道
具
／
御
衣
類
色
々
小
道
具
共
、
或
者
／
依
為

汚
損
、
一
向
不
註
之
者
也
。」
と
跋
語
を
付
す
。
跋
語
は
第
四
九
紙

の
一
行
を
も
っ
て
終
わ
り
、
同
紙
は
以
下
余
白
。
第
五
〇
紙
よ
り
第

五
一
紙
に
か
け
て
は
、
正
倉
院
正
倉
の
立
面
図
が
描
か
れ
て
お
り
、

第
五
一
紙
の
過
半
は
余
白
。
そ
し
て
共
紙
の
第
五
二
紙
（
横
の
長
さ

が
や
や
短
い
）
左
端
に
軸
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。

さ
て
、
正
倉
院
宝
物
図
は
類
例
が
多
い
が
、
こ
の
よ
う
な
「
目
録
」

が
付
随
す
る
も
の
は
、
註
（
（
）
に
掲
げ
た
一
〇
例
の
う
ち
で
は
、

③
④
⑤
⑦
の
四
点
で
、史
学
科
本
を
含
め
て
五
点
が
管
見
に
入
っ
た
。

た
だ
、
宝
物
図
を
伴
わ
ず
に
単
体
で
伝
わ
る
宝
物
図
の
事
例
が
三
点

知
ら
れ）

5
（

、
そ
れ
ら
と
を
併
せ
て
検
討
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
れ
ら
が
元
禄
の
開
封
の
際
に
作
成
さ
れ
た
目
録
で
あ
る
こ
と

は
、そ
の
際
に
描
か
れ
た
宝
物
図
の
写
し
と
共
存
し
て
い
る
こ
と
や
、

鴨
毛
屏
風
の
項
に
付
さ
れ
た
「
此
度
有
御
修
復
」
の
文
言
な
ど
か
ら

明
ら
か
で
あ
る
。元
禄
の
開
封
の
際
に
作
成
さ
れ
た
目
録
と
し
て
は
、

既
に
「
東
大
寺
正
倉
院
開
封
記
」
が
知
ら
れ
て
お
り
、
長
持
ご
と
に

収
納
品
が
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
る）

6
（

。
こ
れ
に
対
し
、
こ
こ
で
取

り
上
げ
る
宝
物
目
録
は
、
品
目
の
目
録
に
特
化
し
た
記
録
で
あ
り
、

一
五
五
点）

7
（

の
宝
物
の
名
称
と
数
量
を
簡
潔
に
箇
条
書
き
の
要
領
で
記

し
て
い
る
。

宝
物
図
に
描
か
れ
て
い
る
の
は
五
〇
点
余
り
で
あ
る
か
ら
、
宝
物

目
録
に
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
も
の
の
三
分
の
一
に
過
ぎ
な
い
。
記

載
位
置
や
順
序
に
も
、
宝
物
図
と
の
明
確
な
関
係
を
見
出
す
の
は
難

し
い
、
ま
た
、
宝
物
の
名
称
も
必
ず
し
も
宝
物
図
に
お
け
る
も
の
と

一
致
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
宝
物
目
録
と
宝
物
図
に
直
接
的
な

関
係
性
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

さ
て
、
管
見
に
入
っ
た
計
八
点
の
宝
物
目
録
を
、
史
学
科
本
も
含

め
て
改
め
て
そ
の
特
徴
と
と
も
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ａ
、
宝
物
図
と
セ
ッ
ト
の
も
の

①
史
学
科
本
宝
物
図
「
正
倉
院
御
宝
物
之
図
」。
巻
子
本
。
宝
物
図
、

宝
物
目
録
（
二
段
組
み
）
の
順
に
記
す
。

②
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
「
正
倉
院
宝
物
図
録
（
完
）
附
熊
野
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新
宮
宝
物
図
」（
註
（
（
）
③
）。
冊
子
本
。
宝
物
目
録
（
一
段
組

み
）、
勘
例
、
宝
物
図
の
順
に
記
す
。

③
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
「
南
都
東
大
寺
勅
封
校
倉
宝
物
図
」

（
註
（
（
）
④
）。
巻
子
本

宝
物
図
、
宝
物
目
録
（
二
段
組
み
）

の
順
に
記
す
。
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
、
藤
貞
幹
所
蔵
本
を
書

写
し
た
と
の
中
原
職
厚
の
奥
書
が
あ
る
。

④
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
「
東
大
寺
正
倉
院
御
開
封
記
録
」（
註

（
（
）
⑤
）。
冊
子
本
。
東
大
寺
正
倉
院
御
開
封
記
録
、
宝
物
目
録

（
二
段
組
み
）、
閇
封
次
第
、
勘
例
、
宝
物
図
の
順
に
記
す
。
元
禄

己
亥
（
元
禄
八
〈
一
六
九
五
〉
年
）、
一
乗
院
宮
本
を
書
写
し
た

と
の
本
奥
書
が
あ
り
、
末
尾
に
、
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
、
白

井
以
信
が
自
ら
写
し
た
本
を
贈
ら
れ
た
と
す
る
、
某
永
胤
の
奥
書

が
あ
る
。

⑤
京
都
大
学
付
属
図
書
館
「
正
倉
院
御
宝
物
之
図
」（
註
（
（
）
⑦
）

折
本
。
宝
物
図
、
宝
物
目
録
（
二
段
組
み
）
の
順
に
記
す
。
末
尾

に
「
阿
波
国
文
庫
」
の
長
方
形
朱
印
一
顆
が
捺
さ
れ
て
い
る
。

Ｂ
、
宝
物
目
録
単
独
の
も
の

⑥
東
京
藝
術
大
学
付
属
図
書
館
「
御
宝
物
目
録
」（
註
（
5
）
①
）。

冊
子
本
。
宝
物
目
録
（
一
段
組
み
）、
勘
例
、
鴨
毛
屏
風
の
文
字

に
関
す
る
説
明
、
正
倉
院
外
観
（
宝
物
図
末
尾
に
描
か
れ
る
も
の

と
同
じ
も
の
）
の
順
に
記
載
す
る
。
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
、

姉
小
路
黄
門
公
聡
所
蔵
の
天
平
御
道
具
目
録
を
借
用
し
て
書
写
し

た
と
の
、
平
時
章
の
奥
書
が
あ
る
。

⑦
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
「
東
大
寺
正
倉
院
開
封
記
」（
註
（
5
）

②
）。
冊
子
本
。
東
大
寺
正
倉
院
御
開
封
記
録
、
宝
物
目
録
（
一

段
組
み
）、
閇
封
次
第
、
勘
例
の
順
に
記
載
す
る
。
天
明
元
（
一

七
八
一
）
年
・
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
、
考
書
の
た
め
に
書
写

し
た
と
の
藤
原
忠
寄
の
奥
書
が
あ
る
。

⑧
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫「
南
都
東
大
寺
正
倉
院
宝
物
并
由
来
書
」

（
註
（
5
）
③
）。
冊
子
本
。
御
櫃
内
銘
、
東
大
寺
正
倉
院
御
開
封

記
録
、
宝
物
目
録
（
一
段
組
み
）、
勘
例
、
近
代
御
開
封
年
譜
、

鴨
毛
屏
風
銘
文
の
順
に
記
載
す
る
。
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
、

小
高
信
安
の
書
写
奥
書
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
料
の
宝
物
目
録
部
分
の
書
式
に
注
目
す
る
と
、
一
段

組
み
の
も
の
と
二
段
組
み
の
も
の
が
あ
り
、二
段
組
み
の
も
の
に
は
、

さ
ら
に
史
学
科
本
と
同
じ
排
列
の
も
の
と
、
こ
れ
と
は
排
列
の
異
な

る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、

一
段
組
み
…
…
…
Ａ
②
・
Ｂ
⑥
・
Ｂ
⑦
・
Ｂ
⑧

二
段
組
み
ａ
…
…
Ａ
①
・
Ａ
③
・
Ａ
⑤

二
段
組
み
ｂ
…
…
Ａ
④
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こ
う
し
た
書
式
の
違
い
が
踏
ま
れ
た
要
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
宝
物
目
録
の
原
本
が
二
種
類
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
の
で
、

書
写
の
過
程
に
お
け
る
表
記
方
法
の
変
更
を
想
定
す
る
の
が
自
然
で

あ
る
。

そ
の
点
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
一
段
組
み
の
排
列
は
、
実
質
的
な

並
び
は
二
段
組
み
ｂ
と
同
一
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
同
じ
二

段
組
み
で
あ
り
な
が
ら
史
学
科
本
を
含
む
二
段
組
み
ａ
と
は
排
列
が

大
幅
に
異
な
る
二
段
組
み
ｂ
を
、
行
毎
に
上
下
の
順
で
一
段
で
並
べ

変
え
る
と
、
一
段
組
み
の
排
列
に
な
る
の
で
あ
る
。
た
だ
、
二
段
組

み
ｂ
に
は
内
容
を
簡
略
化
し
て
い
る
部
分
が
あ
る
の
で
、
方
向
と
し

て
は
、
一
段
組
み
→
二
段
組
み
ｂ
と
い
う
排
列
変
更
を
想
定
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
次
に
検
討
す
べ
き
は
、
二
段
組
み
ａ
の
位
置
付

け
で
あ
る
。
二
段
組
み
ａ
の
う
ち
、
Ａ
③
と
Ａ
⑤
は
縦
の
列
を
明
確

に
揃
え
て
記
さ
れ
て
い
て
、
こ
れ
を
並
べ
替
え
て
も
け
っ
し
て
一
段

組
み
の
排
列
に
は
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
注
目
す
べ
き
は
、
二
段
組

み
ａ
の
書
式
を
と
る
も
の
の
う
ち
、
史
学
科
本
Ａ
①
が
縦
の
列
が
非

常
に
不
明
瞭
な
形
で
記
載
さ
れ
て
い
て
、
上
段
と
下
段
に
大
き
な
ず

れ
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
状
態
の
も
の
を
上
段
と
下
段

を
適
宜
案
配
し
な
が
ら
一
段
組
み
に
書
き
直
す
こ
と
は
充
分
説
明
付

け
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、一
段
組
み
を
媒
介
さ
せ
る
こ
と
で
、

二
種
類
の
二
段
組
み
を
相
互
に
関
連
付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
二
段
組
み
ａ
→
一
段
組
み
→
二
段
組
み
ｂ
と
い
う
、
複

数
回
の
書
式
変
更
が
想
定
で
き
よ
う
。
し
か
も
こ
こ
で
注
目
す
べ
き

は
、
こ
れ
ら
の
宝
物
目
録
の
写
本
の
中
で
、
史
学
科
本
が
も
っ
と
も

原
型
に
近
い
形
を
伝
え
て
い
る
可
能
性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ

と
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
こ
れ
に
関
わ
る
と
思
わ
れ
る
史
学
科
本
の
宝
物
目

録
に
見
ら
れ
る
特
徴
を
整
理
し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。

一
つ
は
、
宝
物
を
原
則
と
し
て
二
段
組
み
で
列
記
す
る
に
際
し
、

縦
界
線
を
設
け
て
い
な
い
た
め
、
前
述
の
よ
う
に
二
段
組
み
の
縦
の

つ
な
が
り
が
非
常
に
曖
昧
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
が

実
は
両
者
の
関
係
を
考
え
る
重
要
な
て
が
か
り
と
な
る
。

二
段
組
み
の
史
学
科
本
の
宝
物
目
録
と
、
一
段
組
み
の
宝
物
目
録

の
並
び
順
を
比
較
す
る
と
、
一
部
に
記
載
位
置
が
大
き
く
異
な
る
宝

物
も
あ
る
が
、
史
学
科
本
の
二
段
組
み
の
宝
物
を
行
ご
と
に
上
段
、

下
段
の
順
序
で
拾
っ
て
い
く
と
、
一
段
組
み
の
宝
物
目
録
の
並
び
順

に
な
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、
史
学
科
本
で
行
の
縦
の
つ
な

が
り
が
不
明
瞭
に
な
る
目
録
後
半
部
分
に
つ
い
て
も
、
上
段
を
二
、

三
行
先
行
さ
せ
る
形
で
、
上
段
と
下
段
を
交
互
に
拾
っ
て
い
っ
た
も
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の
が
、
一
段
組
み
の
並
び
順
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
逆
に
、
一

段
組
み
を
史
学
科
本
の
よ
う
な
縦
の
行
が
揃
わ
な
い
形
で
二
段
組
み

に
組
み
直
す
の
は
非
常
に
困
難
（
不
自
然
）
な
こ
と
で
あ
り
、
一
段

組
み
は
縦
の
行
の
揃
わ
な
い
二
段
組
み
を
無
理
に
一
段
組
み
に
組
み

直
し
た
結
果
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
い
で
あ
ろ
う
。

史
学
科
本
の
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
筆
管
に
よ
る
と
み
ら
れ
る
朱

圏
点
が
多
数
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
何
ら
か
の
照
合

を
行
っ
た
印
で
あ
り
、
一
五
五
項
の
宝
物
の
う
ち
、
一
二
三
項
に
付

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
、
朱
圏
点
の
あ
る
宝
物
、
あ
る
い
は
な
い
宝
物

に
特
段
の
関
係
性
を
窺
う
の
は
難
し
く
、
い
か
な
る
照
合
の
結
果
を

示
す
の
か
は
明
瞭
に
は
し
が
た
い
。

し
か
し
、
前
述
の
よ
う
に
、
宝
物
目
録
に
お
け
る
宝
物
図
に
見
え

る
宝
物
の
記
載
順
は
ラ
ン
ダ
ム
で
あ
る
が
、
試
み
に
宝
物
図
に
見
え

る
宝
物
と
朱
圏
点
と
の
関
係
を
調
べ
て
み
る
と
、
史
学
科
本
宝
物
図

に
描
か
れ
て
い
る
五
五
点
の
宝
物
の
う
ち
、
二
一
点
の
宝
物
に
朱
圏

点
が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
朱
圏
点
の
な
い
宝
物
は
一
五
五
点
の
宝

物
の
う
ち
三
〇
点
、
二
割
弱
で
あ
る
か
ら
、
宝
物
図
に
描
か
れ
た
五

五
点
の
宝
物
二
一
点
、
す
な
わ
ち
四
割
弱
に
朱
圏
点
が
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
は
、
一
定
の
有
意
性
を
見
出
す
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。

宝
物
目
録
と
の
関
係
が
明
瞭
で
は
な
い
宝
物
も
あ
る
の
で
変
動
の
余

地
も
あ
る
数
字
で
は
あ
る
が
、
朱
圏
点
は
絵
図
の
制
作
と
何
ら
か
の

関
係
の
あ
る
照
合
、
例
え
ば
宝
物
の
保
管
や
収
納
に
関
わ
る
作
業
の

可
能
性
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
描
画
対
象

と
な
っ
た
宝
物
は
、
最
終
的
な
収
納
な
い
し
そ
の
確
認
が
遅
れ
る
こ

と
が
充
分
想
定
で
き
よ
う
。

以
上
を
勘
案
す
る
な
ら
ば
、
史
学
科
本
宝
物
目
録
に
は
、
他
の
宝

物
目
録
か
ら
は
窺
う
こ
と
の
で
き
な
い
、
宝
物
目
録
と
し
て
の
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
宝
物
の
総
数
を
「
御
宝

物
百
五
拾
五
櫃
」
と
し
な
が
ら
、
一
五
五
点
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て

い
る
宝
物
目
録
が
史
学
科
本
の
宝
物
目
録
だ
け
で
あ
る
の
も
、
そ
の

オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
支
持
す
る
所
見
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
宝
物

図
に
は
つ
い
て
は
な
お
検
討
を
要
す
る
が
、宝
物
目
録
に
つ
い
て
は
、

二
段
組
み
の
史
学
科
本
こ
そ
が
そ
の
原
形
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、

し
か
も
元
禄
の
開
封
に
限
り
な
く
近
い
時
点
の
様
子
が
わ
か
る
貴
重

な
資
料
と
結
論
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

宝
物
目
録
の
部
分
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
理
解
は
、
同
一
の
巻
子

本
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
史
学
科
本
宝
物
図
の
絵
図
部
分
そ
の
も
の

の
評
価
に
と
っ
て
も
貴
重
な
知
見
と
な
ろ
う）

8
（

。
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五

あ
と
が
き

本
稿
は
、
史
学
科
本
宝
物
図
に
つ
い
て
紹
介
し
、
現
時
点
で
可
能

な
考
察
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
は
し
が
き
に
述
べ
た
よ
う
に
、
一

八
世
紀
に
遡
る
資
料
で
あ
る
の
は
確
実
で
あ
る
が
、
本
稿
に
お
け
る

考
察
に
よ
れ
ば
、
元
禄
六
（
一
六
九
三
）
年
の
開
封
の
時
点
ま
で
遡

る
可
能
性
を
秘
め
た
資
料
で
あ
る
可
能
性
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き

た
。従

来
、
元
禄
の
開
封
の
際
に
描
か
れ
た
宝
物
図
の
原
形
を
と
ど
め

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の「
東

大
寺
正
倉
院
天
平
御
道
具
図
」（
註
（
（
）
①
）
が
あ
る）

9
（

。
元
禄
乙

亥
（
元
禄
八
〈
一
六
九
五
〉
年
）
に
一
乗
院
宮
本
を
写
し
た
こ
と
を

示
す
奥
書
を
も
つ
こ
の
東
博
本
は
前
欠
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
全
く
同

じ
奥
書
を
も
ち
、
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
に
伊
勢
貞
丈
が
書
写
し

た
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
図
書
寮
文
庫
本
東
大
寺
正
倉
院
宝
物
図
（
註

（
（
）
②
）
や
、
寛
政
三
（
一
七
九
三
）
年
の
奥
書
の
あ
る
「
東
大

寺
正
倉
院
御
開
封
記
録
」（
註
（
（
）
⑤
）
か
ら
そ
の
全
貌
を
窺
う

こ
と
が
で
き
る）

（1
（

。

こ
れ
ら
が
元
禄
の
開
封
の
際
の
状
況
を
伝
え
る
重
要
な
資
料
で
あ

る
の
は
間
違
い
な
い
が
、本
稿
で
紹
介
し
た
「
正
倉
院
御
宝
物
之
図
」

（
史
学
科
本
宝
物
図
）
も
、
開
封
時
に
遡
る
可
能
性
の
あ
る
情
報
を

含
み
、
二
〇
点
以
上
に
及
ぶ
宝
物
図
の
中
で
も
独
自
の
位
置
を
占
め

る
、
い
わ
ば
筋
の
良
い
資
料
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思

う
。
写
本
の
相
互
の
関
係
を
は
じ
め
、
な
お
検
討
す
べ
き
課
題
は
多

い
。
小
杉
榲
邨
『
徴
古
雑
抄
』
か
ら
続
々
群
書
類
従
第
十
六
雑
部
に

収
め
ら
れ
た
資
料
類
を
は
じ
め
、
元
禄
の
開
封
に
関
し
て
参
照
す
べ

き
資
料
は
多
い
が
、
こ
こ
で
は
史
学
科
本
の
紹
介
に
と
ど
め
て
他
日

を
期
す
こ
と
と
し
、
ひ
と
ま
ず
擱
筆
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

註（
（
）
近
世
の
正
倉
院
宝
物
の
調
査
に
関
し
て
は
、
米
田
雄
介
「
近
世
～
近

代
の
正
倉
院
―
江
戸
・
明
治
期
の
宝
物
調
査
―
」（『
週
刊
朝
日
百
科
』

皇
室
の
名
宝
〇
四
正
倉
院
、一
九
九
九
年
、朝
日
新
聞
社
）
に
詳
し
い
。

（
（
）
図
版
が
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
て
、
容
易
に
図
版
を
閲
覧
で
き
る

も
の
と
し
て
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

①
東
京
国
立
博
物
館
「
東
大
寺
正
倉
院
天
平
御
道
具
図
」
巻
子
本

https://w
ebarchives.tnm

.jp/im
gsearch/show

/E00（7（4（

最
も
古
い
写
本
と
言
わ
れ
る
が
、
巻
首
部
分
を
欠
く
。
一
乗
条

院
宮
本
（
一
六
九
三
〈
元
禄
六
〉
年
の
開
封
の
際
の
宝
物
図
の
原
本
）

を
映
し
た
と
す
る
元
禄
八
（
一
六
九
五
）
年
の
奥
書
が
あ
る
が
、

本
奥
書
の
可
能
性
が
あ
る
。

②
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
「
東
大
寺
正
倉
院
宝
物
図
（
（
）」
巻
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子
本

https://shoryobu.kunaicho.go.jp/Toshoryo/Detail/（000（（（9（000（

①
と
同
文
の
本
奥
書
を
も
つ
。
滋
井
殿
蔵
本
を
写
し
た
橘
嘉
樹

蔵
本
を
借
用
し
、
安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
に
伊
勢
貞
丈
が
写
し

た
と
す
る
奥
書
を
も
つ
。

③
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
「
正
倉
院
宝
物
図
録
（
完
）
附
熊
野
新

宮
宝
物
図
」
冊
子
本

https://shoryobu.kunaicho.go.jp/Toshoryo/detail/（000440（（0000/

冒
頭
に
一
段
組
み
の
宝
物
目
録
（
付
勘
例
）
を
記
し
た
あ
と
、

宝
物
図
を
描
く
。

④
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
「
南
都
東
大
寺
勅
封
校
倉
宝
物
図
」

巻
子
本

https://shoryobu.kunaicho.go.jp/Toshoryo/Detail/（000（（8（50000

藤
貞
幹
（
一
七
三
二
―
一
七
九
七
）
所
蔵
本
を
、
寛
政
五
（
一

七
九
三
）
年
に
写
し
た
と
す
る
中
原
職
厚
の
奥
書
を
も
つ
。
末
尾

に
史
学
科
本
と
酷
似
し
た
二
段
組
み
の
宝
物
目
録
を
有
す
る
が
、

脇
息
を
描
く
位
置
が
異
な
り
、
目
録
の
排
列
も
上
下
二
段
の
行
が

揃
う
よ
う
に
整
え
ら
れ
る
な
ど
、
若
干
の
違
い
が
あ
る
。

⑤
宮
内
庁
書
陵
部
図
書
寮
文
庫
「
東
大
寺
正
倉
院
御
開
封
記
録
」
冊

子
本

https://shoryobu.kunaicho.go.jp/Toshoryo/detail/（000（（79（0000/

冒
頭
に
開
封
記
録
・
宝
物
目
録
・
勘
例
を
記
し
た
あ
と
、
宝
物

図
を
描
く
。
一
乗
院
宮
本
を
書
写
し
た
と
す
る
本
奥
書
と
、
白
井

以
信
が
書
写
し
た
も
の
を
寄
贈
さ
れ
た
と
す
る
寛
政
三
（
一
七
九

一
）
年
の
某
永
胤
の
奥
書
を
も
つ
。

⑥
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
「
正
倉
院
宝
物
図
（
南
都
東
大
寺
正
蔵

院
宝
物
記
）」
冊
子
本

https://w
w

w
.digital.archives.go.jp/file/（（（5（06.htm

l

嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
、
小
高
信
安
が
写
し
た
と
す
る
奥
書

を
も
つ
。

⑦
京
都
大
学
附
属
図
書
館
「
正
倉
院
御
宝
物
之
図
」
折
本

https://rm
da.kulib.kyoto-u.ac.jp/item

/rb000（（8（8

末
尾
に
宝
物
目
録
を
有
し
、
史
学
科
本
と
酷
似
す
る
。
目
録
の

排
列
が
整
え
ら
れ
て
い
る
状
況
は
、
④
と
共
通
す
る
。

⑧
京
都
大
学
附
属
図
書
館
「
正
倉
院
宝
物
図
」
折
本

https://rm
da.kulib.kyoto-u.ac.jp/item

/rb000（（8（9

末
尾
に
開
封
行
列
図
が
描
か
れ
て
い
る
点
は
特
異
で
あ
る
。

⑨
早
稲
田
大
学
「
東
大
寺
正
倉
院
宝
物
図
」
巻
子
本

https://www.wul.waseda.ac.jp/kotenseki/htm
l/chi0（/chi0（_0（8（4/

⑩
中
津
川
市
苗
木
遠
山
史
料
館
「
正
倉
院
御
宝
物
之
図
」
冊
子
本

https://adeac.jp/nakatsugaw
a-city/view

er/m
p000（06/（-06/

（
中
津
川
市
古
文
献
ア
ー
カ
イ
ブ
）

宝
物
図
の
内
容
・
排
列
と
も
史
学
科
本
と
酷
似
す
る
。
彩
色
が

か
な
り
粗
い
こ
と
、
一
部
描
画
を
省
略
し
た
箇
所
が
あ
る
こ
と
、

及
び
鴨
毛
屏
風
の
銘
文
を
末
尾
に
掲
載
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら

み
て
、史
学
科
本
を
藍
本
と
す
る
直
接
の
写
し
と
み
ら
れ
る
。
但
し
、

宝
物
目
録
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

こ
の
他
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
に
も
「
東
大
寺
正
倉
院
宝
物
図
」
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が
架
蔵
さ
れ
て
お
り
、
小
倉
慈
司
「
元
禄
時
代
の
修
理
の
際
に
作
成

さ
れ
た
東
大
寺
正
倉
院
宝
物
図
」（『
Ｒ
Ｅ
Ｋ
Ｉ
Ｈ
Ａ
Ｋ
Ｕ
』
〇
〇
八

ア
ー
ト
が
開
く
地
域
文
化
、
二
〇
二
三
年
）
に
解
説
が
あ
り
、
明
治

の
書
写
と
さ
れ
て
い
る
。

正
倉
院
宝
物
図
に
関
す
る
研
究
と
し
て
は
、
伊
藤
純
「
元
禄
時
代

の
文
化
と
情
報
」（『
歴
史
探
究
の
お
も
し
ろ
さ
―
近
世
の
人
々
の
歴

史
観
―
』
和
泉
書
房
、
二
〇
一
七
年
）
が
あ
り
、
伊
藤
氏
が
実
見
し

た
写
本
、
一
七
点
の
一
覧
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
上
記
の
ネ
ッ
ト
公

開
さ
れ
て
い
る
資
料
の
う
ち
、
早
稲
田
本
以
外
は
全
て
含
ま
れ
て
い

る
）。ま

た
、
米
田
雄
介
『
正
倉
院
と
日
本
文
化
』(

吉
川
弘
文
館
、
一
九

九
八
年
）
に
も
言
及
が
あ
る
。

（
（
）
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
所
蔵
「
東
大
寺
正
倉
院
宝
物
図
」
に
関
す
る
、

小
倉
慈
司
、
註
（
（
）
前
掲
論
文
参
照
。

（
4
）
描
か
れ
て
い
る
宝
物
と
現
存
正
倉
院
宝
物
と
の
対
応
の
全
体
像
に
つ

い
て
は
、
伊
藤
純
氏
が
簡
略
に
注
記
し
て
お
ら
れ
（
伊
藤
純
、
註

（
（
）
前
掲
論
文
）、
ま
た
宝
物
ご
と
の
対
応
関
係
の
指
摘
も
行
わ
れ

て
い
る
が
、
描
か
れ
方
に
関
す
る
言
及
は
従
来
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
5
）
図
版
が
ネ
ッ
ト
で
公
開
さ
れ
て
い
て
容
易
に
閲
覧
で
き
る
も
の
に
は

次
の
三
例
が
あ
る
。

①
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
「
御
宝
物
目
録
／
〔
正
倉
院
御
物
〕」

冊
子
本

https://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/（00（88795/

（
国
文
学
研
究
資
料
館
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）

安
永
四
（
一
七
七
五
）
年
の
奥
書
を
も
つ
姉
小
路
公
聡
（
一
七

五
〇
―
一
七
九
四
）
所
蔵
本
を
、
寛
政
四
（
一
七
九
二
）
年
に
平

時
章
が
借
用
し
て
書
写
し
た
と
す
る
奥
書
を
も
つ
。
ま
た
、
姉
小

路
公
聡
所
蔵
本
に
は
宝
物
絵
図
一
巻
が
別
に
付
属
し
て
い
た
こ
と

も
わ
か
る
。

②
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
「
東
大
寺
正
倉
院
御
開
封
記
録
」
冊
子

本

https://w
w

w
.digital.archives.go.jp/file/（（（5（09.htm

l

天
明
元
（
一
七
八
一
）
年
か
ら
寛
政
五
（
一
七
九
三
）
年
に
か

け
て
書
写
し
た
と
み
ら
れ
る
、
藤
原
忠
寄
家
所
蔵
本
で
あ
る
こ
と

を
示
す
奥
書
が
あ
る
。

③
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
「
東
大
寺
正
倉
院
御
開
封
記
録
」
冊
子

本

https://w
w

w
.digital.archives.go.jp/file/（（（6787.htm

l

嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
、
小
高
信
安
が
写
し
た
と
す
る
奥
書

を
も
つ
。
註
（
（
）
前
掲
宝
物
図
⑥
と
セ
ッ
ト
を
構
成
す
る
資
料

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
宝
物
目
録
を
伴
わ
な
い
宝
物
図
に
も
、
別
冊

の
形
で
宝
物
目
録
が
附
属
し
て
い
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
事
例
で

あ
る
。

（
6
）
続
々
群
書
類
従
第
十
六
雑
部
所
収
。
こ
れ
は
小
杉
榲
邨
『
徴
古
雑
抄
』

に
収
め
ら
れ
た
も
の
で
、
開
封
の
際
実
物
点
検
の
場
所
に
お
い
て
記

さ
れ
た
記
録
の
一
環
で
あ
る
。

（
7
）
宝
物
目
録
は
い
ず
れ
も
「
御
宝
物
百
五
拾
五
櫃
」
と
し
て
一
五
五
点
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を
自
称
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
箇
条
書
き
さ
れ
た
実
際
の
点
数
と
は

合
わ
な
い
。
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
ひ
と
り
史
学
科
本
だ
け
は
、
行

間
に
補
わ
れ
た
胡
簶
と
青
銅
皿
を
加
え
る
と
か
ろ
う
じ
て
一
五
五
点

を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
宝
物
の
単
位
に
櫃
が
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、
櫃
（
長
持
）
ご
と
に
宝
物
一
点
ず
つ
と
い
う
わ
け
で
は

な
い
か
ら
、
こ
れ
は
必
ず
し
も
収
納
形
態
を
反
映
し
た
も
の
と
は
い

え
な
い
。

（
8
）
註
（
5
）
に
挙
げ
た
宝
物
目
録
の
各
写
本
に
は
、
史
学
科
本
に
な
い

内
容
が
加
わ
っ
て
い
る
部
分
も
ま
ま
あ
る
の
で
、
史
学
科
本
と
共
通

の
祖
本
を
も
つ
兄
弟
関
係
の
写
本
が
含
ま
れ
る
可
能
性
も
否
定
は
で

き
な
い
。
本
稿
で
は
、
史
学
科
本
に
お
け
る
朱
圏
点
の
存
在
に
そ
の

オ
リ
ジ
ナ
ル
性
を
見
出
せ
る
と
考
え
た
が
、
宝
物
図
に
つ
い
て
は
史

学
科
本
に
な
い
法
量
な
ど
を
書
写
の
段
階
で
追
記
で
き
た
の
か
と
い

う
疑
問
は
残
り
、
史
学
科
本
と
他
本
と
の
写
本
の
系
統
関
係
の
理
解

に
つ
い
て
は
、
な
お
後
考
を
俟
ち
た
い
。

（
9
）
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
「
東
大
寺
正
倉
院
天
平
御
道
具
図
」（
註
（
（
）

①
）
を
最
古
の
宝
物
図
と
す
る
理
解
は
、
註
（
（
）
前
掲
、
伊
藤
純

論
文
に
見
え
る
。
但
し
、
描
写
は
や
や
タ
ッ
チ
が
弱
く
、
彩
色
も
精

巧
さ
を
欠
く
印
象
を
受
け
る
。
註
（
（
）
①
で
述
べ
た
よ
う
に
、
必

ず
し
も
最
古
の
写
本
と
は
い
え
な
い
可
能
性
が
あ
る
。
な
お
、
一
乗

院
宮
の
原
本
の
様
子
を
伝
え
る
こ
れ
ら
の
写
本
に
は
、
史
学
科
本
に

は
描
か
れ
て
い
な
い
玉
箒
が
含
ま
れ
て
い
る
（
①
は
前
欠
で
、
現
在

こ
の
玉
箒
が
巻
首
に
位
置
す
る
）。

（
（0
）
こ
れ
ら
が
同
系
統
の
写
本
で
あ
る
こ
と
は
、
註
（
（
）
前
掲
、
小
倉

慈
司
論
文
に
指
摘
が
あ
る
。

【
附
記
】
本
資
料
の
全
貌
は
、
奈
良
大
学
史
学
科
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開

す
る
予
定
で
あ
る
。

本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
宝
物
解
説
、
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
『
正
倉
院

宝
物
』（
全
十
冊
。
毎
日
新
聞
社
）、
及
び
毎
年
秋
に
奈
良
国
立
博
物

館
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
正
倉
院
展
」
の
各
年
度
の
展
示
図
録
な
ど

を
随
時
参
照
し
た
。

ま
た
、
正
倉
院
宝
物
を
概
観
す
る
書
物
は
多
数
刊
行
さ
れ
て
い
る

が
、
本
稿
の
執
筆
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
次
の
書
物
を
参
照
し
た
。

記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。

　
　

杉
本
一
樹
『
正
倉
院
宝
物

一
八
一
点
鑑
賞
ガ
イ
ド
』（
と
ん
ぼ

の
本
、
新
潮
社
、
二
〇
一
六
年
）

　
　

米
田
雄
介
『
す
ぐ
わ
か
る
正
倉
院
の
美
術

見
方
と
歴
史
【
改

訂
版
】』（
東
京
美
術
、
二
〇
一
九
年
）




